
近年のがん治療成績の向上に伴い、若年がんサバイバーが増加し、治療後の不妊
に悩む方も増えております。三重県でも三重大学が中心となり、2017年から若年がん
患者様を対象とした妊孕性温存療法を行っております。昨年好評であった本セミナー
を、第２回として「小児がん」をテーマに企画致しました。講演会・パネルディスカッショ
ンを行い、知識の向上のみならず、多職種との意識の共有・連携等を図ることを目的と
しております。医師だけではなく、看護師、薬剤師等の多くの医療従事者の参加をお待
ちしております。

※本研究会は下記の単位に認定されております。
日本専門医機構 学術業績・診療以外の活動実績（学術集会参加）1単位
日本専門医機構 産婦人科領域講習 1単位
がんプロフェッショナル養成プラン推奨セミナー
三重大学大学院セミナー
日本産科婦人科学会専門医研修会 10単位
日本産婦人科医会研修会
日病薬病院薬学認定薬剤師制度研修単位（4単位）申請中
日本薬剤師研修センター研修単位（4単位）申請中
当日は参加費として500円徴収します。

共催：三重がん・生殖医療ネットワーク、三重県産婦人科医会、三重大学産科婦人科学教室、三重大学病院がんセンター、三重県病院薬剤師会

9:30 ～ 9:35 開会の辞

9:35 ～ 9:40 三重県医療保健部 医療政策総括監 挨拶

9:40 ～10:30

「小児がん医療体制整備の現状と課題」

10:30～11:20

「 小児がんの晩期合併症について」

11:30～12:20

「小児・AYA世代がん患者の長期フォローアップと妊孕性温存」

12:30～13:30 （ランチョンセミナー：共催 あすか製薬株式会社）

「がん・生殖医療の現在の課題ーさらなる啓発に向けてー」

13:40～14:40

「子どもと家族に寄添う支援～チャイルド・ライフの視点から～」

「不妊症をどう生きるか」

15:00～16:30 パネルディスカッション「三重大学病院としての小児がん患者への取り組み」

16:30～16:35 閉会の辞

プログラム
三重大学医学部附属病院産科婦人科学教授 池田智明先生

※本セミナーは事前登録制です。
下記または裏面のFAXでお申し込みください。

お手元の
スマートフォンから
アクセスしてください。

https://goo.gl/forms/
M0zcQzxGecba4PlG3

座長：三重大学医学部小児科学教授 平山雅浩先生

日本医科大学名誉教授 前田美穂先生

国立成育医療研究センター 松本公一先生

座長：三重大学医学部乳腺外科教授 小川朋子先生

大阪大学 小児科 三善陽子先生

座長：三重大学医学部整形外科講師 浅沼邦洋先生

座長：三重大学医学部附属病院がんセンター 中瀬一則先生

聖マリアンナ医科大学産婦人科教授 鈴木 直先生

座長：三重大学病院薬剤部准教授 岩本 卓也先生

司会：三重大学医学部産科婦人科教授 池田智明先生

名古屋大学医学部附属病院 CLS 佐々木美和先生

がんサバイバー・信州大学・小児科医 盛田大介先生

三重大学医学部小児科学教授 平山雅浩先生

（共催：富士製薬工業株式会社）

田辺正樹先生



本セミナーは、事前登録制です。
事前登録を行った場合は、ランチョンセミナーで昼食を準備致します。当日受付も可能ですが、事前登
録の無い場合は、昼食を準備できないこともあります。

貴施設名

氏名 職種 セミナー参加希望
（〇を付けてください。）

医師 ・ 看護師
薬剤師・その他 あり なし

代表者連絡先（メールアドレス）

＠

医師 ・ 看護師
薬剤師 ・ その他 あり なし

医師 ・ 看護師
薬剤師 ・ その他 あり なし

医師 ・ 看護師
薬剤師 ・ その他 あり なし

医師 ・ 看護師
薬剤師 ・ その他 あり なし

医師 ・ 看護師
薬剤師 ・ その他 あり なし

医師 ・ 看護師
薬剤師 ・ その他 あり なし

アクセス

徒歩の場合：近鉄名古屋線江戸橋駅下車徒歩20分
バスの場合：「大学病院前」バス停下車 徒歩10分

FAX送信先：059(231)5202 第２回 三重がん・生殖医療セミナー事務局
三重大学医学部産科婦人科学教室
担当 野島 由美乃 連絡先 TEL 059(232)1111Email：fujinka@clin.medic.mie-u.ac.jp

事前登録は、表面のQRコードを読み込んでの参加登録もしくは、下記を記入の上FAXするか、以下の
メールアドレスに施設名、出席者（職種）、代表者メールアドレスを記載の上、送信してください。

※無料駐車場利用の場合は、正門か南門から
お入りください。

自動車の場合：学内駐車場をご利用ください。

申込締め切り：2019年7月21日


